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１ 概要 

原子力災害を想定した個別訓練及び総合訓練を新潟県と一体となって実施した。 

 

２ 実施時期及び訓練内容 

⑴ 個別訓練 

実施時期 訓練内容 

令和６(２０２４)年 

８月２４日(土) 

・航空機・船舶避難訓練 

・巡視船と搭載艇による避難訓練 

令和６(２０２４)年 

１０月２２日(火)、２４日

(木)、２６日(土)、１１月１日

(金)、１４日(木) 

学校等における児童の保護者への引渡し訓練 

PAZ：二田小学校、瑞穂中学校、にしやま保育園 

UPZ：鯖石小学校、内郷小学校、田尻小学校、北鯖石

保育園 

令和６(２０２４)年 

１１月２日(土) 

放射線防護対策施設の屋内退避訓練 

・特別養護老人ホーム にしかりの里 

・中通コミュニティセンター 

 

⑵ 総合訓練（本部運営訓練及び住民避難訓練） 

実施時期 訓練内容 

令和７(２０２５)年 

１月２４日(金) 

・柏崎市災害対策本部運営訓練 

・オフサイトセンター運営訓練 

・緊急時通信連絡訓練 

令和７(２０２５)年 

１月２５日(土) 

・ＰＡＺ内住民のバス避難訓練（荒浜地区） 

・ＵＰＺ内住民のバスによる一時移転訓練（北鯖石

地区及び田尻地区） 

・ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練（市内ＵＰＺ内地区

の全住民対象） 

・自衛隊による除雪訓練（鵜川地区） 

・安定ヨウ素剤緊急配布訓練 

・避難退域時検査・簡易除染訓練 

・広報活動訓練（防災行政無線等） 

 

３ 主催及び主管 

主催：新潟県 主管：柏崎市防災会議 

 

４ 参加機関 

新潟県、柏崎市、県内市町村、関係機関（陸上自衛隊、海上自衛隊、第九管区海上保安本

部等）、柏崎市消防本部、柏崎市消防団、東京電力ホールディングス株式会社 ほか 
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５ 参加者人数 

 

 

 

 

【個別訓練】8月24日（土）航空機・船舶避難訓練

住民 市職員

40 18

- 5

40 23

【個別訓練】学等の保護者引渡し訓練

引渡し バス避難 計 市本部 教職員
教職員

(バス乗車)
計

鯖石小学校 10月24日 27 13 40 3 2 9 14 54 22

二田小学校 10月26日 94 0 94 3 5 12 20 114 12

内郷小学校 10月26日 54 0 54 3 12 1 16 70 1

瑞穂中学校 11月1日 123 43 166 3 16 3 22 188 46

田尻小学校 11月14日 262 98 360 3 14 13 30 390 111

合計 560 154 714 15 49 38 102 816 192

引渡し バス避難 計 市本部 保育士
保育士

(バス乗車)
計

北鯖石保育園 10月22日 35 10 45 3 11 6 20 65 16

にしやま保育園 10月24日 39 6 45 3 5 5 13 58 11

合計 74 16 90 6 16 11 33 123 27

【個別訓練】11月2日（土）放射線防護対策施設の屋内退避訓練

住民 市職員

2 2

24 3

26 5

【総合訓練】1月24日（金）本部運営訓練

本部員 連絡員・機能班 リエゾン オブザーバ 防災・原子力課

14 60 2 1 13

2

16 60 2 1 13

【総合訓練】1月25日（土）住民避難訓練

地区

会場

住民 計 － 37 － 108 － 27 － 55 227

広域避難先遣隊 糸魚川市 6 南魚沼市 6 12

緊急時地区派遣隊 － 4 － 8 － 3 － 15

バス避難支援隊 － － － － 4 4

防災・原子力課員 － 2 － 2 － 2 － 2 8

本部職員 － － － － 5 5

計 － 12 － 16 － 5 － 6 5 44

－ 49 － 124 － 32 － 61 5 271

うちバス
乗車

うちバス
乗車

合　　計

原子力広報センター 田尻小

市職員

北鯖石コミセン 産業大学

訓練会場

本部運営訓練

ＯＦＣ運営訓練

合計

合計
児童

合計

職員

職員
訓練会場

合計
（延べ人数）

92

2

90

園児

合計 31

合計
（延べ人数）

特別養護老人ホームにしかりの里 4
中通コミセン 27

合計 63

合計
（延べ人数）

航空機・船舶避難訓練 58
巡視船と搭載艇による避難訓練 5

市本部 合計
荒浜地区 北鯖石地区

参加者
田尻地区
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６【個別訓練】航空機・船舶避難訓練、巡視船と搭載艇による避難訓練 

⑴ 目的 

ＰＡＺ内で孤立地域が発生した場合における航空機及び船舶を使用した住民避難につい

て、実動組織による避難支援の手順確認と連携の向上を図る。 

 

⑵ 実施日時 

令和６(２０２４)年８月２４日(土) ０７：４０～１３：２５ 

【航空機と船舶を連動した避難訓練】住民４０名 

荒浜コミセン・松波コミセン（高機動車） ➡鯖石川改修記念公園 

鯖石川改修記念公園（ヘリコプターUH60JA）➡柏崎港 

柏崎港（多用途支援艦「ひうち」）     ➡直江津港 

【巡視船と搭載艇による避難訓練】住民役の市職員５名 

高浜漁港（搭載艇・巡視船「やひこ」）    ➡寺泊港 

 

⑶ 参加機関 

新潟県、柏崎市、陸上自衛隊、海上自衛隊、第九管区海上保安本部、柏崎市消防本部、柏

崎交通株式会社、頚城自動車株式会社 

 

⑷ 訓練想定 

地震により柏崎刈羽原子力発電所で原子力災害が発生。その後、全面緊急事態に至る。

地震に伴う市道の寸断等により孤立地域が発生し、PAZ 住民の一部について航空機・船舶

による広域避難を実施。 

 

⑸ 訓練項目及び参加者数 

訓練項目 訓練会場 参加者数 

航空機・船舶避

難訓練 

荒浜コミュニティセンター（柏崎市荒浜） 

松波コミュニティセンター（柏崎市松波） 

鯖石川改修記念公園（柏崎市槇原町） 

柏崎港中浜埠頭（柏崎市中浜） 

直江津港西埠頭（上越市港町） 

住民 

(市職員) 

４０人 

(１８人) 

船舶避難訓練 
高浜漁港（柏崎市椎谷） 

寺泊港東埠頭（長岡市寺泊大町） 
住民役市職員 ５人 

※航空機・船舶避難訓練の参加者は市内全域から公募した。 
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⑹ 訓練スケジュール 

 

 

⑺ 訓練の概要 

・地震に伴う市道の寸断等により孤立地域が発生しているという想定で、陸上自衛隊の航

空機（ヘリコプター）及び海上自衛隊の船舶（多用途支援艦）を連動した住民避難訓練を

行うことで、実動組織による避難支援の手順確認を行った。 

・船舶が接岸できないとの想定で第九管区海上保安本部の巡視船と搭載艇による船舶避難

訓練を実施した。 

【市独自訓練（航空機・船舶避難訓練の中で実施）】 

・広域避難を想定し、模擬マイナンバーカードを使用した避難者の受付システムによる情

報の一元化を実施。 

・災害による通信途絶を想定し、衛星回線（Starlink）を使用した本部との映像を交えた通

信訓練を実施。 

・集合場所から航空機搭乗場所まで陸上自衛隊の高機動車による住民の移送訓練を行うこ

とで、実動組織による避難支援手順の確認を実施。 

 

⑻ 住民避難訓練等の参加者の主な意見・感想 

○マイナンバーカード受付に対する意見等 

▶ スムーズに回っていたと思う。 

▶ 実際のマイナンバーカードでの受付訓練が必要では。 

▶ マイナンバーカードを持っていれば有効だと感じたが、災害時の所持率がどの程度

か。 

▶ マイナンバーカードを持って避難は難しいと思う。（同様の意見 他２件） 

▶ 柏崎市はマイナンバーカードの普及率が県内 2 位と高い。今後、子どもや高齢者への

普及に努めてほしいと思う。 
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○航空機・船舶避難に対する意見等 

▶ 今回は晴天であったため、移動手段に不安はなかったがこれが雨天や雪のときにどう

なっていたか。（悪天候時の運用に対する不安の意見 他４件） 

▶ 船内の階段が急でお年寄りや障がいのある方は大丈夫かなと思った。今回と同じよう

な避難は難しいと感じた。（同様の意見 他３件） 

▶ 災害時、市職員の必要数が確保できなければ今回のようにいかないのではないか。ヘ

リと車両による避難が現実的と思う。船は時間が掛かりすぎる。 

▶ ヘリ、車両がどれくらい確保できるのかが課題 

▶ 船は直江津港まで２時間かかったが、避難の時間として適切なのか。 

▶ 船は１日がかりで到着するとのことなので、その間どのような対応してくれるのか心

配。今回の船は、２００名以上は乗れないとのことで心配です。 

▶ ヘリコプターは群馬から、船は舞鶴から何十時間もかけて来たという。有事の際、甚

だ現実的ではない。 

▶ 実際に災害があったときは間に合うのだろうか、誰もが利用できるのか、時間が思っ

たよりも掛かる、優先順位は誰の指示で動くのか不安がある。事故はないほうがよい

が、実際には間に合わないので、そう思って考えていかなければならない。原子力発

電所事故の際の行動は難しいと思うけれど、関心を持たなくてはいけないと思いまし

た。 

▶ 小規模の避難には有効だと感じた。 

▶ 十分に活動できることが理解できた。 

▶ 訓練を続ける必要があると感じた。 

▶ 車両、ヘリ、船を使った訓練は良かった。今後も様々な手段での避難を検討していか

なければと思った。 

▶ 陸自、空自、海自の３連隊連動避難は、避難真っ只中では難しいのでは。ただし、病

院や施設入所者限定では有効かも。 

 

○その他の意見等 

▶ 住民参加の訓練をもっと増やしてほしい。 

▶ 夏場だけでなくいろいろな季節で行ってください。 

▶ 車イス対策等が見えなかった。（車イスの方への対応の説明があってもよかった。） 

▶ 若い人にももっと関心を持ってもらって、高齢者の援助もできたらよかった。 

 

⑼ 訓練結果 

・航空機及び船舶、車両を使った実動組織による避難は、十分活用できるとの参加者の意

見が多数であり、実災害時での実動組織による避難の有効性を再認識できたとともに実

動組織による避難支援の手順の確認及び実動組織との連携の向上が図られた。 

・模擬マイナンバーカードを使った受付訓練は、従来の紙による受付と比べて、一人当た

り３～５秒程度で受付が完了するため、受付の効率化が図られることを確認した。ま
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た、受付システムをオンラインで災害対策本部及び他拠点とつなげたことで、リアルタ

イムで避難者の避難状況や避難者数を把握することができ、実災害時の避難者情報の収

集、災害対策本部での情報一元化に効果的であることを確認した。 

・衛星回線（Starlink）を使った通信訓練では、衛星回線での通信に大きなタイムラグは

なく、映像による現地の状況把握もでき、実災害時の地上回線が使用できない状況での

衛星回線の有効性を確認した。 

 

⑽ 訓練で見えた課題と対策 

・実動組織と連携した訓練について 

【課題】これまで個別に実施してきた航空機又は船舶での避難訓練について、１月１日

に発生した能登半島地震を踏まえた孤立地域を想定して、初めて両方が連動し

た避難訓練を実施した。また、港への接岸ができない状況での船舶避難訓練を

実施した。今後も様々な状況を想定しながら訓練を実施していく必要がある。 

【対策】引き続き実動組織と連携した訓練を実施し、実動組織との連携の向上を図り、

原子力災害時の確実な避難の実施につなげていく。 

 

・受付方法の検討について 

【課題】過去に訓練に参加した職員からは、避難者の人数が増えたときに紙による受付

では対応する人員が不足しているとの意見が挙げられていたことや災害対策本

部に報告するために受付た情報を精査する必要があるなど、避難者の避難状況

の把握や情報の集約に時間を要していた。 

【対策】模擬マイナンバーカードを使用した避難者の受付システムにより、マイナンバ

ーカードでの受付の有効性を確認できたことから、同システムの導入の可能性

を引き続き検討していく。なお、参加者からは実災害時にマイナンバーカード

を持参しているか懸念する声が複数あったことから、マイナンバーカードを避

難に活用するに当たっては更なる普及率の向上と併せて災害時における活用の

周知を図っていく必要がある。 

 

・受付システムのマニュアル作成について 

【課題】模擬マイナンバーカードの受付システムの導入可能性を引き続き検討するに当

たっては、現地で誰でも受付システムを扱えるようにマニュアルを作成する必

要がある。 

【対策】次回訓練で受付システムを使用するに当たっては、今回の訓練結果をもとに操

作方法やトラブル対応をまとめた模擬マイナンバーカード受付システムのマニ

ュアルを作成する。 

 

・訓練想定について 

【課題】参加者からは大雪など悪天候時の避難を心配する声が多くあった。 



8 

【対策】冬季夜間などの厳しい条件下での住民避難を想定した、より実践的な訓練を検

討する。 

 

・訓練進行について 

【課題】車両や航空機等の出発時間に合わせた進行であったため、集合場所で待ち時間

が発生するなど緊張感が薄れる要因となってしまった。 

【対策】緊張感を持った訓練とするためにより実災害時をイメージし、シナリオ進行だ

けでなく、臨機応変さが求められる内容を検討する。 

 

・訓練参加者数の増加について 

【課題】今回、訓練参加者を全市から公募したことで幅広い年齢層から応募があり、原

子力防災訓練に興味を持つ住民が一定数いることが確認できた。より多くの住

民から参加できるように訓練内容を検討する必要がある。 

【対策】訓練内容を工夫しながら、様々な年代の多くの住民が参加できる内容・方法を

検討していく。なお、実動組織と連携した訓練においては、航空機の台数や柏

崎港に入港できる船舶によって参加者数が制限されてしまう。特に船舶につい

ては土砂の堆積によって水深が浅くなっている柏崎港に大型船舶が入港できな

いことから、港の整備（浚渫）を国・新潟県に要望していく。 

 

・要配慮者の避難について 

【課題】今回の航空機・船舶避難訓練においては、訓練上の安全確保のため、自力で搭

乗・乗船ができる住民を対象として訓練を実施した。訓練参加者や市職員から

自力で搭乗等ができない要配慮者の避難方法について、心配する声があった。 

【対策】要配慮者のバス避難集合場所までの移送や在宅の避難行動要支援者の避難を想

定した避難訓練はこれまでも実施してきた。引き続き、高齢者や妊産婦、乳幼

児などの要配慮者の避難を想定した訓練を実施していく。 
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⑾ 訓練の様子 

   

集合場所 
模擬マイナンバーカード受付 

集合場所 
安定ヨウ素剤（代替品）緊急配布 

集合場所 
自衛隊車両（高機動車）乗車 

   

鯖石川改修記念公園 
模擬マイナンバーカード受付 

鯖石川改修記念公園 
航空機搭乗 

柏崎港 
模擬マイナンバーカード受付 

   

柏崎港 
ひうち乗艦 

直江津港 
模擬マイナンバーカード受付 

衛星回線（Starlink）による通信訓練 
アンテナ及び通信機器 

   

船舶訓練 
高浜漁港での搭載艇への乗船 

船舶訓練 
搭載艇から巡視船への乗り移り 

(梯子) 

船舶訓練 
搭載艇から巡視船への乗り移り 

(クレーンによる搭載艇の吊り上げ) 
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７【個別訓練】学校等における児童の保護者への引渡し訓練 

⑴ 目的 

柏崎刈羽原子力発電所の緊急時における園児及び児童の避難が、学校等において策定し

ている危機管理マニュアル等に基づき円滑に行われるよう小中学校及び保育園を対象に保

護者への引渡し訓練を実施する。 

 

⑵ 実施日時及び参加人数 

日程 訓練時間 訓練会場 園児・児童 教職員 

10 月 22 日(火) 15:20～16:55 北鯖石保育園 45 人 20 人 

10 月 24 日(木) 13:30～15:00 鯖石小学校 40 人 14 人 

15:10～16:55 にしやま保育園 45 人 13 人 

10 月 26 日(土) 11:00～12:20 二田小学校 94 人 20 人 

11:15～12:45 内郷小学校 54 人 16 人 

11 月１日(金) 13:50～15:10 瑞穂中学校 166 人 22 人 

11 月 14 日(木) 13:30～15:05 田尻小学校 360 人 30 人 

 

⑶ 訓練内容 

原子力災害発生時の保護者への引渡し及び広域避難手順の確認 

・柏崎市原子力災害対策本部及び学校等の連絡手順、バス手配手順の確認 

・学校等から保護者への連絡手順の確認（迎え要請、保護者への引渡し） 

・引き渡せなかった児童等の教職員引率によるバス避難 

・安定ヨウ素剤の持ち出し手順の確認 

 

⑷ 学校等からの主な意見等 

○保育園 

▶ バス乗車までの待機時間の工夫が必要と感じた。 

▶ 避難バックは事前に準備をして確認をしていたが、実際行ってみることで、必要な持

ち物が見えてきた。しかし、本当に避難となると持ち物もきりがないくらいに色々と

出てくる。どれだけ避難先に備蓄があるのか気になる所である。 

▶ 当園の施設に児童クラブもあるが、そちらの児童がいた時の避難方法及びヨウ素剤等

はどうなるのか明確にしてほしい。 

▶ 未満児のバス避難時にチャイルドシートが人数分ない。 

▶ 一斉メールの内容を事前に用意しておき、災害時にすぐ使えるようにしておくとよ

い。 

○小学校・中学校 

▶ バスに市職員が同乗しないため、安定ヨウ素剤の服用指示がどのように出されるのか

気になった。 
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▶ 待ち時間が多いので、子どもをリラックスさせ安心感を与える必要がある。 

▶ 引渡し時間に少し間に合わないので体育館で待たせてほしいというような問い合わせ

があった場合はどうすれば良いのか。 

▶ 保護者学校間で簡単に連絡がとれるシステムがあると良いと思った。 

▶ 引き渡しカードの紛失が多く、引き渡す際もカードを探すのに少し時間がかかってし

まったため、引き渡す際の確認方法を変更した方がよいと思った。 

▶ 避難に相当の時間を要することが考えられる。保護者、学校、市とそれぞれやり取り

しながら、また、子どもたちのトイレ等の配慮をしながら移動することのイメージが

できない。 

▶ 職員全員でタブレットを使って名簿の確認ができるようになっているとありがたい。 

Excel などで名簿を管理でき、簡単にチェックするだけで集約できるようなシステム

があると便利だと思う。 

 

⑸ 訓練で見えた課題と対策 

・継続した訓練の実施ついて 

【課題】令和２(2020)年度から引渡し訓練を開始し、今年度でＰＡＺ内の学校等は全て

訓練を行った。しかしながら、ＵＰＺ内は訓練未実施の学校等が残っているた

め、訓練を実施する学校数を増やしながら、実施していく必要がある。 

【対策】訓練計画を作成し、学校等と調整を行い、計画的に訓練を実施していく。 

 

・事前の原子力防災講座の実施ついて 

【課題】児童等の原子力防災に関する理解促進を図るために、原子力災害時の避難を体

験するだけでなく、事前に避難方法等の説明し、訓練効果を高めていく必要が

ある。 

【対策】引渡し訓練の実施前に児童等を対象に原子力防災講座を実施する。 

 

⑹ 訓練の様子 

  

学校での保護者への引渡し 引渡しできなかった児童等のバス避難訓練の様子 
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８【個別訓練】放射線防護対策施設の屋内退避訓練 

⑴ 目的 

柏崎刈羽原子力発電所の緊急時において、避難することにより健康リスクが高まるなど、

即時避難が困難な施設入所者等の避難行動要支援者等について、無用な被ばくを避けるた

め、放射線防護措置を実施済みの施設での屋内退避の手順を確認する。 

 

⑵ 実施日時及び参加人数 

会場 日程 訓練時間 参加人数 

社会福祉法人西山刈羽福祉会  

特別養護老人ホーム にしかりの里 
11 月２日(土) 

9:00～10:30 
西山地区民生委員２人 

(市職員２人) 

中通コミュニティセンター 9:00～12:00 
住民２４人 

(市職員３人) 

 

⑶ 訓練内容 

○社会福祉法人西山刈羽福祉会 特別養護老人ホーム にしかりの里 

・即時避難困難者等の屋内退避訓練 

・施設職員による放射線防護フィルトリングシステム稼働訓練 

・避難行動要支援者の搬送に係る福祉車両の運行に係る関係機関の通報連絡訓練 

・新潟県と東京電力ホールディングス株式会社との「原子力防災に関する協定」に基づ

く施設への搬送訓練 

 （西山地区民生委員が搬送者役として訓練に参加） 

 

○中通コミュニティセンター 

・市職員及び住民による放射線防護フィルトリングシステム稼働訓練 

・エアーテント設営訓練 

 

⑷ 参加者からの主な意見等 

○社会福祉法人西山刈羽福祉会 特別養護老人ホーム にしかりの里 

▶ 継続的に訓練を実施して、確実に対応できるようにしたい。 

▶ フィルトリングシステムの稼働方法は説明があったので理解できた。本番に自分で行

えと言われたら、できるかどうか自信がない。 

▶ 声を掛け合って落ち着いてスムーズにできた。 

▶ 水害、地震とは違った意識での避難が必要と感じた。 

▶ 職員間の情報伝達が重要だと感じた。 

▶ 実際に避難が必要となったときの動きをイメージすることができた。実災害時は、利

用者の人数が増えることや職員の人数も変わることから、様々な想定をして訓練して

いくことが大切だと感じた。 



13 

 

 

○中通コミュニティセンター 

▶ 毎年メンバーを入れ替えながら訓練していかないといけない。 

▶ エアーテントを設置する手順や操作が複雑で多くの人手が必要。 

 （時間と人手が必要との同様の意見 複数） 

▶ エアーテントは平時からキャンプ体験等、身近に使えるようにすれば、いざというと

きにとまどいが少ない。 

▶ エアーテント内でのプライバシーはどうか。 

▶ エアーテント破損時の補修はどうなっているのか。 

▶ エアーテントの設置位置、向きがわかりづらい。マーキングが必要である。 

▶ 市職員と地域の担当分けしたマニュアルがほしい。 

 

⑸ 訓練結果 

○社会福祉法人西山刈羽福祉会 特別養護老人ホーム にしかりの里 

・近隣の町内会施設を自宅と想定し、在宅の避難行動要支援者のストレッチャー搬送の手

順及び搬送先施設での受入手順を確認した。 

○中通コミュニティセンター 

・住民及び市職員２７名で放射線防護フィルトリングシステムの準備から起動まで１時間

３０分程度で完了した。うち、エアーテント２張の展張の所用時間は４５分であった。 

  

⑹ 訓練で見えた課題と対策 

・陽圧化設備の起動について 

【課題】原子力災害時の放射線防護フィルトリングシステムは、市職員又は当該施設の

職員が準備、起動することとなっており、継続して訓練を実施し、習熟度を高

めていく必要がある。 

【対策】訓練計画を作成し、計画的に訓練を実施していく。 

 

・エアーテントの展張について 

【課題】エアーテントの展張は、市職員だけで行った場合は３時間以上掛かる見込みで

あり、原子力災害時に迅速に屋内退避の環境を整えるためには、エアーテント

の展張に住民の協力が必要である。 

【対策】地域に原子力災害時の協力を依頼するとともに、住民参加のエアーテントの展

張訓練を実施し、理解を求めていく。 
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・避難行動要支援者の屋内退避訓練について 

【課題】令和５(2023)年度に新たに放射線防護フィルトリングシステムを整備した中通

コミュニティセンターにおいて、稼働訓練を実施した。今後は、稼働訓練と併

せて、在宅の避難行動要支援者の受入手順を確認する必要がある。 

【対策】放射線防護フィルトリングシステムの稼働訓練と併せて、避難行動要支援者の

搬送、受入訓練を実施していく。 

 

⑺ 訓練の様子 

  

社会福祉法⼈⻄⼭刈⽻福祉会 
特別養護老⼈ホーム にしかりの里 

ストレッチャー搬送訓練 

社会福祉法⼈⻄⼭刈⽻福祉会 
特別養護老⼈ホーム にしかりの里 

施設での受入訓練 

  

社会福祉法⼈⻄⼭刈⽻福祉会 
特別養護老⼈ホーム にしかりの里 

施設からの搬送訓練 

中通コミュニティセンター 
住⺠によるテント展張① 

  

中通コミュニティセンター 
住⺠によるテント展張② 

中通コミュニティセンター 
テント内での原子力防災講座 
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９【総合訓練】本部運営訓練及び住民避難訓練 

⑴ 目的 

・柏崎市地域防災計画（原子力災害対策編）に基づき、国、新潟県、市町村及び防災関係機

関の相互の連携による防災対策の確立及び防災業務関係者の防災技術の習熟を図る。 

・住民の参加により、柏崎市原子力災害広域避難計画の検証及び原子力災害発生時の避難

対応力の向上を図るとともに、原子力防災に対する理解の向上を図る。 

 

⑵ 主催及び主管 

主催：新潟県 主管：柏崎市防災会議 

 

⑶ 参加機関 

新潟県、柏崎市、県内市町村、陸上自衛隊、柏崎市消防団、東京電力ホールディングス株

式会社 ほか 

 

⑷ 参加者数 

 

 

⑸ 訓練想定 

冬季に、柏崎市、刈羽村等で震度６強の地震が発生し、運転中の柏崎刈羽原子力発電所

７号機において、原子炉が自動停止。炉心冷却機能の一部が喪失し施設敷地緊急事態とな

り、炉心冷却機能が喪失し全面緊急事態となる。その後、炉心が損傷し、放射性物質が放

出され、一部地域で空間放射線量が一時移転の必要とされる基準に上昇する状況となる。

さらに、液状化等による道路寸断、雪崩による通行不能箇所が発生する状況となる。 

【総合訓練】1月24日（金）本部運営訓練

本部員 連絡員・機能班 リエゾン オブザーバ 防災・原子力課

14 60 2 1 13

2

16 60 2 1 13

【総合訓練】1月25日（土）住民避難訓練

地区

会場

住民 計 － 37 － 108 － 27 － 55 227

広域避難先遣隊 糸魚川市 6 南魚沼市 6 12

緊急時地区派遣隊 － 4 － 8 － 3 － 15

バス避難支援隊 － － － － 4 4

防災・原子力課員 － 2 － 2 － 2 － 2 8

本部職員 － － － － 5 5

計 － 12 － 16 － 5 － 6 5 44

－ 49 － 124 － 32 － 61 5 271

市本部 合計
荒浜地区 北鯖石地区

参加者
田尻地区

合計
（延べ人数）

92

2

90

合　　計

原子力広報センター 田尻小

市職員

北鯖石コミセン 産業大学

本部運営訓練

ＯＦＣ運営訓練

合計
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⑹ 訓練項目及び日程 

○１月２４日（金）８：４０～１６：００ 

ア 柏崎市災害対策本部運営訓練（市役所 3 階 災害対策本部会議室） 

イ オフサイトセンター運営訓練（柏崎刈羽原子力防災センター） 

ウ 緊急時通信連絡訓練（市役所 3 階 防災・原子力課執務室） 

 

○１月２５日（土）８：３０～１５：３０ 

エ ＰＡＺ内住民のバス避難訓練（荒浜地区） 

オ ＵＰＺ内住民のバスによる一時移転訓練（北鯖石地区及び田尻地区） 

カ 自衛隊による除雪訓練（柏崎市女谷地内） 

キ ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練（市内ＵＰＺ内地区の全住民対象） 

ク 安定ヨウ素剤緊急配布訓練（バス避難集合場所、避難バス車内） 

ケ 避難退域時検査・簡易除染訓練（魚沼市響きの森文化会館） 

コ 広報活動訓練（市役所 3 階 防災情報通信室、防災・原子力課執務室） 

 

⑺ 訓練スケジュール 

○本部運営訓練 １月２４日（金）８：４０～１６：００ 

 

○住民避難訓練等 １月２５日（土）８：３０～１５：３０ 

 

  

1/19 1/20 1/23 1/24 1/24 1/27 訓練終了

未明 未明 16:00 4:00 訓練開始 10:30 11:00 11:30 13:00 14:30 15:00 15:30 16:00

1月24日
（金曜日）

柏崎市災害対策
本部運営訓練

※スキップ GE+OILAL・SE[事前付与] SE

想定日時

【緊急事態区分：警戒事態（ＡＬ）、施設敷地緊急事態（ＳＥ）、全面緊急事態（ＧＥ）、ＯＩＬ（放射性物質放出後）】

1/24

12:00

緊急事態区分〔EAL〕

○大雪警報発令

○大雪警報解除

○地震発生
(震度6強)

○余震発生
(震度6強)

●柏崎市市原子力災害対策
本部会議①

●新潟県原子力災害対策
本部会議【テレビ会議】

●現地事故対策連絡
会議 【テレビ会議】

●柏崎市原子力災害対策
本部会議②

●新潟県原子力災害対策
本部会議【テレビ会議】

●原子力災害合同対策
協議会【テレビ会議】

ＰＡＺ内住民のバスによる
広域避難訓練
【荒浜地区】

ＵＰＺ内住民の屋内退避
訓練【ＵＰＺ全地区】

ＵＰＺ内住民の一時移転
訓練【北鯖石・田尻地区】

除雪訓練【鵜川地区】

広報活動訓練

8:00 14:00 14:3013:00 13:308:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 15:00

● 防災行政無線放送（市内一斉：避難指示、屋内退避開始）

● 緊急速報メール・エリアメール送信

● ホームページ公開、LINE、SNS、Yahoo防災アプリ

● 防災行政無線放送（北鯖石・田尻地区限定：一時移転指示）

★8:30 避難指示（防災行政無線)

8:30～ 集合・受付(バス避難集合場所)・安定ヨウ素剤緊急配布

9:00～ 放射線防護設備起動訓練

10:00～ バス避難開始

11:10～ 避難経由所到着・受付

11:20～ 避難所到着・受付 ●14: 00頃 帰柏

8:30～9:00 屋内退避訓練

8:45～ 集合・受付(バス避難集合場所)・安定ヨウ素剤緊急配布

9:15～ 自衛隊による除雪訓練中継視聴

10:00～ バス避難開始

11:10～ 避難退域時検査・簡易除染

12:00～ 避難経由所到着・受付

★8:45 一時移転指示（防災行政無線)

12:30～ 避難所到着・受付 ●15:00頃 帰柏

9:30～10:00 自衛隊による除雪訓練
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⑻ 訓練概要 

ア 柏崎市災害対策本部訓練 

新潟県災害対策本部運営訓練で行われるＴＶ

会議や緊急時通信連絡訓練と併せ、柏崎市原子

力災害対策本部の運営訓練を実施した。 

市原子力災害対策本部会議では、冬季の原子

力災害を想定し、一部被害状況報告をブライン

ドとして実施した。 

 

イ オフサイトセンター運営訓練 

現地災害対策本部長となる副市長及び連絡員をオフサイトセンターに派遣し、市現地

対策本部を設置、ＺＯＯＭにより市原子力災害対策本部との通信訓練を行った。 

また、オフサイトセンターで行われた現地事故対策連絡会議に出席した。 

 

ウ 緊急時通信連絡訓練 

新潟県との緊急時の通報連絡方法を使った通信連絡訓練を実施した。 

 

エ ＰＡＺ内の住民避難訓練 

荒浜地区において冬季の原子力災害を想定した糸魚川市へのバス避難訓練を実施した。 

〇訓練実施場所 

バス避難集合場所 柏崎原子力広報センター 

避難経由所 道の駅マリンドリーム能生 １階 

避難所 道の駅マリンドリーム能生 ２階 

〇訓練内容・ポイント 

▶ 住民は、防災行政無線及びエリアメール等に

よる避難指示を契機にバス避難集合場所に集

合し、バス避難支援隊による受付及び安定ヨ

ウ素剤の配布を受けた後、バスによる避難経

由所及び避難所への広域避難を行った。避難

経由所では、広域避難先遣隊が、避難所では受

入先自治体である糸魚川市職員がそれぞれ受

付を実施した。 

▶ 各会場の受付を模擬マイナンバーカードを使用した柏崎市の受付システムで行った。 

▶ 柏崎原子力広報センターにおいて、市職員による陽圧化装置の起動訓練を初めて実

施した。 

▶ 複合災害により、一部の施設が被災し、集合場所として使用できない状況を想定し、

バス避難集合場所を柏崎原子力広報センターに変更した。 

本部運営訓練の様子 

模擬マイナンバーカードによる受付 
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▶ 消防団がバス避難集合場所での避難者の誘導を行ったほか、バス避難にも同行し、

住民の避難支援を行った。 

▶ 衛星回線（Starlink）を活用し、住民避難訓練の映像を市災害対策本部に中継した。 

 

オ ＵＰＺ内住民の一時移転訓練 

北鯖石地区及び田尻地区において、放射性物質放出後の一時移転指示を想定した南魚

沼市へのバス避難訓練を実施した。 

〇訓練実施場所 

▶ 北鯖石地区 

バス避難集合場所 北鯖石コミュニティセンター 

避難退域時検査場所 魚沼市響きの森文化会館 

避難経由所 大和市民センター 

避難所 B＆G 越後大和海洋センター 

▶ 田尻地区 

バス避難集合場所 田尻小学校、新潟産業大学 

避難退域時検査場所 魚沼市響きの森文化会館 

避難経由所 大和市民センター 

避難所 二日町体育館 

〇訓練内容 

▶ 防災行政無線（地区限定放送）により、住民に

一時移転を指示。住民は、放送を契機にバス避

難集合場所に集合し、バス避難支援隊による

受付及び安定ヨウ素剤の配布を受けた後、バ

スによる避難経由所及び避難所への広域避難

を行った。避難経由所では、広域避難先遣隊

が、避難所では受入先自治体職員がそれぞれ

受付を実施した。 

▶ 避難経由所へ向かう途中の避難退域時検査場所において、新潟県が行う避難退域時

検査・簡易除染訓練に参加した。 

▶ 各会場において、新潟県防災ＤＸアプリによる二次元バーコード受付を行った。 

▶ 北鯖石地区では、積雪によりバス避難集合場所に参集できない避難者を想定し、避

難経路上でのバスへの途中乗車及びバス車内での受付を行った。また、積雪により歩

行困難な避難者を想定した消防団・自主防災組織による避難支援訓練を行った。 

▶ 田尻地区において、複合災害により、一部の施設が被災し、集合場所として使用でき

ない状況を想定して、バス避難集合場所を田尻小学校及び新潟産業大学に変更した。 

▶ 消防団がバス避難集合場所での避難者の誘導を行ったほか、バス避難にも同行し、

住民の避難支援を行った。また、避難所では新潟県の物資搬送訓練に協力し、物資の

バス避難(乗車)の様子 
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避難所への搬入作業及びダンボールベッドの組立を行った。 

▶ 衛星回線（Starlink）を活用し、住民避難訓練の映像を市災害対策本部に中継した。 

 

カ 自衛隊による除雪訓練 

冬季に柏崎刈羽原子力発電所で事故が発生

した場合を想定し、実動組織による除雪訓練

を実施することで住民の不安感を解消すると

ともに、原子力災害時の対応力の向上を図る

ことを目的として、自衛隊による除雪訓練を

実施した。 

▶ 市内女谷を会場に自衛隊員が市所有の除

雪車両を使用し、道路除雪を行った。 

▶ 除雪訓練の様子を消防ドローンにより、災害対策本部、北鯖石地区及び田尻地区の

バス避難集合に中継された。 

 

キ ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練 

防災行政無線等の指示により、各家庭で屋内退避訓練を実施した。 

 

ク 安定ヨウ素剤の緊急配布訓練（住民避難訓練・一時移転訓練と同時に実施） 

バス避難集合場所での受付時に安定ヨウ素剤受取希望の有無、服用可否等を確認し、

安定ヨウ素剤（代替品：あめ玉）を配布した。 

 

ケ 避難退域時検査・簡易除染訓練 

一時移転訓練と併せ、避難退域時検査場所（魚沼市響きの森文化会館）において、新

潟県が実施する住民及び避難車両の避難退域時検査及び簡易除染に住民が参加した。 

 

コ 広報活動訓練 

〇防災行政無線 

▶ 訓練事前告知放送（前日、当日）、訓練放送

（ＰＡＺ避難、ＵＰＺ屋内退避指示、ＵＰ

Ｚ一時移転指示）、屋内退避訓練終了放送を

実施 

〇緊急速報メール・エリアメール 

▶ 訓練放送（ＰＡＺ避難、ＵＰＺ屋内退避指

示）を実施 

〇その他 

▶ 市ホームページ、ＬＩＮＥ、Ｘ（エックス）、フェイスブックに訓練情報を掲載 

▶ Ｙａｈｏｏ防災アプリでの配信  

エリアメール 

自衛隊員による道路除雪の様子 
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⑼ 訓練参加者等の主な感想・意見 

○災害対策本部運営訓練、オフサイトセンター運営訓練、緊急時通信連絡訓練 

（参加職員） 

▶ 本市の訓練では本部員ほか連絡員も含めて緊張感をもって参加できたと感じた。 

▶ 地震災害であるため、柏崎市職員は全員ヘルメット着用だったが、新潟県及び他市は

その様子もなく違和感があった。統一することが望ましい。 

▶ 連絡員として参加した職員からも「普段見ることのない本部会議の雰囲気を感じ取れ

て有意義だった」との感想であった。 

▶ 水道検査異常なしとのシナリオであったが、異常ありとした場合に給水停止する基準

など、最悪の場合の対応を確認しておく必要があると感じた。 

▶ 上下水道局の職員も一部、避難者対応の要員に充てられているが、災害の状況によ

り、上下水道局の職員を出せるかどうか疑問である。 

 

○ＰＡＺ・ＵＰＺ住民避難訓練等 

（参加職員） 

▶ 受付場所が分かるような大きな掲示があった方が、前方に並んでいる人に隠れず、会

場どこからでも受付場所が分かるのではないかと感じた。 

▶ 拡声器がなく、３０人弱の参加者への説明も聞こえないとの声があった。 

▶ バス避難集合場所及び避難経由所、避難所等に自家発電がない場合に備え、受付場所

の電源確保の観点から、別途発電機を用意してはどうか。 

▶ 今回の訓練における受付人数では、実災害では人員不足による長蛇の列ができ、対応が後

手になると感じた。市職員の人数には限界があるため、今後はコミセン職員＞消防団＞町

内会長等の優先順位により、安定ヨウ素の配布を含め教育体制を整備しながら受付人員数

を拡充した方がよいと考える。 

▶ アプリや模擬マイナンバーカードを使用した受付はスムーズであり、混乱なく円滑な

受け入れができていると感じた。避難経由所や避難所でも同様だった。 

▶ バス車内での読み取り時には、携帯は二次元バーコードが大きく、読み取りやすい

が、模擬マイナンバーカードの二次元バーコードは小さく、読み取りに時間を要し

た。 

▶ 受付アプリは二次元バーコードの表示まで操作回数が少なく、登録さえしてあれば案

内も迅速に行えたので結果的に素早い受付につながり良かった。ただ、時々動作が固

まることがあり、回線が混むなど通信環境が良くない場合には、さらに受付業務に支

障が出ると感じた 

▶ 避難者によっては、受付で二次元バーコードの準備ができていないことがあった。実

際に大規模な避難が必要になれば、よりスムーズな受付が必要になると感じた。 

▶ 手書き受付用紙が A5 判であり小さい。高齢者には A4 で大きい記入スペースの方が

書きやすいのではないかと感じた。 

▶ 実際の災害発生時にどの程度の規模で住民避難が必要になるかを想定することは難し
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いとは思うが、今回の訓練では大型バス７台分、約２００人弱の住民を受け付け、避

難経由所とは言えそのサイズとしては、やや小さいのではないかと感じた。 

▶ 要配慮者への具体的な対応が課題である。障害者の等級にもよるが、身体的な問題で

配慮が必要な方と見た目上で判断ができない方もいるため、要配慮者用の腕章が欲し

いとの参加者からの意見があった。また、実際にサポートしてもらえるのか不安と思

う方もいるため、具体的な支援体制のフローなどがあるとよい。 

▶ 越後川口パーキングエリアで３０分の休憩（時間調整）があったが、誰のための訓練

か考えると、避難者の行動を最優先したスケジューリングが必要と感じた。 

▶ 国道 291 号は冬季、雪や凍結により事故が多い地点のため、雪が多いときや圧接路に

なっているときは避難時間が長くなることや事故が懸念される。長岡市や小千谷市等

の周辺自治体との除雪関係の連携を綿密に行う必要があると思った。 

▶ ＵＰＺ地区だが、８時３０分の防災行政無線後、屋内退避せずに、すぐに避難してく

る人がかなり多かった。 

▶ 消防団の活動において、通常はコミセンからマイクロバスとともに積載車で避難する

が、今回は町内会長からの依頼によりマイクロバスに同乗した。この消防団活動の方

が実災害に即しており有効であると感じた。消防団と協議した上で「消防団員はマイ

クロバスに同乗しながら避難する」に変更した方がよいと考える。 

▶ 駐車場としてグラウンドを使用する場合は、冬季の除雪する体制づくりや訓練も必要

である。 

▶ 雪崩による道路啓開の場合は、ロータリ除雪車も有効なため、今後の訓練での使用機

械に追加を検討してほしい。 

▶ 地震による被害想定の場合、液状化等による道路陥没も想定されることから、陥没部

の仮復旧による道路開放訓練も検討してほしい。 

 

（参加住民の主な意見） 

▶ 今回は市職員が誘導し、その都度説明を受けたので分かり易かったが、個人で避難し

なければいけない時は順調に避難出来るか心配である。（同様の意見複数あり。） 

▶ 雪がなかった。雪がある時にもう一度実施してはどうか（大雪のときの避難が不安等

同様の意見複数あり。） 

▶ 家族や知人にも訓練参加の経験を活かして啓発していきたい。 

▶ 避難における一連の流れが分かってよかった。防災ガイドブックにある持ち出し品の

確認が出来てよかった。（同様の意見複数あり。） 

▶ 訓練なのでうまく行動できたが、実際にはもっと人が集中して混乱するのではないか

と思う。 

▶ 訓練という事で緊張感が無く、本番でスムーズに行くのか不安。 

（実際に避難できるか不安との意見複数） 

▶ 原子力災害に限らず、避難所が体育館の場合、寒さ・暑さ対策が施設に必要である。 

（会場が寒かった等の意見複数あり。） 
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▶ 杖を使用しての参加だったが避難経由所、避難所のトイレは和式のみ。洋式化してほ

しい。（同様の意見複数あり。） 

▶ アプリでの受付について、確認時の誤り防止が期待できる。一方で受付方法の事前周

知や住民通過証の併用が煩雑に感じるなど課題もある。当該アプリで一括受付や、避

難情報の発信等もできるとよい。 

▶ アプリの二次元バーコードにたどり着けず、子供からしてもらった。高齢者にはとて

も難しい。（同様の意見複数あり。） 

▶ 訓練で使用したアプリはこれからどうするのか。 

▶ 高齢者世帯の避難に不安を感じる。 

▶ 高齢者をどうするのか。ただ助けてもらうだけでなく、高齢者からも知識をもっても

らったほうがよい。 

▶ 多くの人に参加してもらい、不具合があればその都度改善してほしい。 

▶ 防災について親子で話し合う機会になって良かった。 

▶ 町内の住民が避難したかどうかの把握について、町内会がどこまで責任を持つのか明

確にしてもらいたい。 

▶ 地域として、訓練に参加していない人にどう伝えていくかが課題である。 

▶ 陽圧施設が地震で壊れて機能しない事も考えないとダメ。 

▶ もう少し小さいバスで台数を増やし、小回りが利くようにした方が良いのではと感じ

た。（今回の訓練は大型バスを使用） 

▶ 避難経由所について、防災ガイドブックに記載されている本来の場所で訓練を実施し

たい。（今回の訓練は代替施設で実施。） 

▶ 防災無線を多言語化してほしい。 

▶ 自家用車での避難者も多いと思うが、避難経由所や避難所の駐車場狭い。大丈夫なの

かと感じた。 

▶ 雪がある時は、自家用車の避難が困難。 

▶ 今回はバスで一斉に避難したため、行先等の心配はなかったが、自家用車で個々に避

難することになれば、確実に検査場所から避難所へ行けるか不安がある。 

▶ 避難経由所についてもっと広く周知する必要がある。 

▶ バス避難集合場所は田尻小学校と周知があったが、学校のどこなのか具体的な指示が

ないとわからない。 
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⑽ 訓練で見えた課題と対策 

○災害対策本部運営訓練、オフサイトセンター運営訓練、緊急時通信連絡訓練 

・緊張感のある訓練の実施について 

【課題】今回の訓練は、新潟県の本部運営訓練における被害想定を踏まえて、事前に

市で作成したシナリオ型の訓練としたが、一部、訓練参加者にシナリオにな

い発言を求めるブラインド型訓練も実施したことで、緊張感のある、より実

践に近い訓練となった。引き続き、訓練の手法を検討しながら、緊張感を持

った訓練としていく必要がある。 

【対策】実災害時の災害対策本部会議に近い形となるよう一部においては訓練時間の

中で被害想定を基に各部が対応を検討するブラインド型訓練を盛り込んだ訓

練シナリオを検討する。 

 

・訓練に関わる職員の増加について 

【課題】災害対策本部の対応が主となっており、本部員が中心となって実施している

ため、訓練に関わる職員が限定されている。全庁的に原子力災害への対応力

の向上を図っていくために、訓練に関わる職員を増やしていく必要がある。 

【対策】連絡員として災害対策本部会議に参加する職員を増やし、本部会議の流れを

より多くの職員に経験させる。また、各部において原子力災害時の初動対応

の再確認を行うことや被害想定を基に対応をシミュレーションするなどの個

別の訓練を検討する。 

 

・継続した要員研修の実施について 

【課題】オフサイトセンターに派遣する職員に対して、原子力災害に関する基礎的な

知識や実際の活動に関する継続的な訓練及び研修が必要である。 

【対策】新潟県を通じて、オフサイトセンターの運営に関わる継続的な訓練及び研修

の実施を求めていく。 

 

○ＰＡＺ・ＵＰＺの住民避難（一時移転）訓練 

・バス避難集合場所等の対応職員の不足について 

【課題】バス避難集合場所等での受付人員の不足を懸念する意見がある。 

【対策】受付業務を見直し、更なる効率化・簡略化を進めるとともに、職員研修を充

実させ、バス避難集合場所等の指定職員の対応力向上を目指すとともに、指

定職員以外の職員においても原子力災害時の対応に関する知識の習得を図っ

ていく。 

 

・受付におけるＩＣＴの活用について 

【課題】今年度、自然災害を想定した訓練を含めた各防災訓練で模擬マイナンバーカ

ードを使用した受付システムを試行実施し、検証を行った。また、総合訓練
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では新潟県が開発した防災ＤＸアプリによる受付を実施した。結果として、

いずれのシステムも避難者一人当たりの受付時間の短縮や受付業務の効率化

が図られるものであった。しかしながら、受付を行った職員からは読み取り

精度の課題が、また、参加者からはマイナンバーカードを所有していない方

への対応やアプリ（又はスマートフォン）の操作を不安に思う意見があった

ことから、受付方法については引き続き、検証を進めていく必要がある。 

【対策】令和３(2021)年度から顔認証システム等の様々なＩＣＴを活用した受付を試

行実施してきた。これまでの検証結果を踏まえ、最適な受付方法について、

より具体的に検証を行っていく。また、マイナンバーカードやアプリを所有

していない方を想定した、従来の紙での受付方法も並行して訓練し、受付の

効率化を図っていく。 

 

・緊張感を持った訓練とすることについて 

【課題】参加者から訓練ということで緊張感がなかったとの意見があった。 

【対策】他自治体と同じ訓練会場を使用していたこともあり、訓練進行上の調整のた

め、避難途中の待ち時間（休憩）が長くなってしまったこともあり、参加者

の緊張感が薄れてしまった。バス車内の対応や参加者がより原子力災害時の

避難を体験できる訓練内容を検討し、職員だけでなく、参加者も緊張感をも

った訓練としていく。 

 

・避難行動要支援者の避難訓練について 

【課題】訓練参加者から、高齢者等の要配慮者の避難を不安に思う意見が多くある。 

【対策】今回の訓練では、消防団及び自主防災組織による避難支援訓練を行った。引

き続き、消防団及び自主防災組織と連携した要配慮者の避難訓練を実施し、

要配慮者の避難の支援体制を強化していく。 

 

・会場内外の案内について 

【課題】小学校等がバス避難集合場所となっている場合、校舎と体育館のどちらがバ

ス避難集合場所なのかわからない意見があった。また、会場内の受付場所が

わかりやすいよう、大きく掲示したほうがよいとの意見があった。 

【対策】バス避難集合場所及び避難経由所、避難所、避難退域時検査場所など避難者

がどこに向かえばよいのかわかりやすいように案内看板を整備することや会

場内のレイアウトの工夫を検討していく。 

 

・緊急時地区派遣隊等の装備の検討について 

【課題】参加者から説明の声が聞こえないとの意見が複数あった。 
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【対策】実災害時はより多くの住民が集まり、騒然とする中で説明を行うことが想定

されることから、拡声器を用意しておく必要がある。訓練を重ねていき、装

備を検証していく。 

 

 

・自家用車避難訓練について 

【課題】参加者から冬季（雪道）の自家用車での避難を不安に思う意見がある。 

【対策】冬季は事故のリスクも大きくなるため、参加者の安全を第一としつつ、バス

による避難訓練と並行して、自家用車での避難訓練の実施を検討する。 

 

・避難経由所の周知について 

【課題】避難経由所について、もっと広く周知すべきとの意見や自家用車で避難した

場合にたどりつけるか不安との意見があった。 

【対策】原子力防災講座等を通じて、原子力災害時の避難方法や避難先について広く

周知を図るとともに、訓練参加者に対しては、避難経由所の場所や避難経由

所を設置している目的をしっかりと説明し、理解の促進に努めていく。 

 

・参加規模の拡充・拡大について 

【課題】防災について親子で話し合う機会になって良かったとの意見があった。 

実際に避難する家族単位での参加や幅広い年代の住民が参加することでより

具体的な課題の抽出が期待されることや参加者に対する原子力災害時の避難

に関する理解促進が図られることから、参加規模を拡充・拡大していく必要

がある。 

【対策】幅広い年代から多くの住民が参加できるように訓練規模を拡大していく。ま

た、あわせて親子や女性、高齢者など参加条件を限定し、より具体的な課題

抽出に向けた訓練を検討していく。 

 

・実動組織と連携した訓練について 

【課題】冬季の原子力災害において、除雪を心配する住民の声があることから、

ら、今回、自衛隊員による市除雪車両を使った道路の除雪訓練を実施し、

その様子を他の訓練会場に中継した。今後も実動組織と連携した訓練を実

施し、住民の不安解消に努めていく必要がある。 

【対策】引き続き、実動組織と連携した訓練の実施を新潟県に要望していく。 
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⑾ 住民避難訓練の様子 

   

PAZ 内住⺠避難訓練 
模擬マイナンバーカードでの受付 

PAZ 内住⺠避難訓練 
陽圧化装置起動訓練 

PAZ 内住⺠避難訓練 
避難所での受付 

 

 

 

UPZ 内住⺠避難訓練 
アプリでの受付 

UPZ 内住⺠避難訓練 
避難退域検査（車両検査） 

UPZ 内住⺠避難訓練 
避難退域時検査（住⺠検査） 

   

UPZ 内住⺠避難訓練 
避難経由所での受付 

UPZ 内住⺠避難訓練 
避難所 

UPZ 内住⺠避難訓練 
消防団によるダンボールベッド組立 

  

 

UPZ 内住⺠避難訓練 
避難支援訓練(リアカーでの搬送) 

自衛隊による除雪訓練 
ドローンからの映像 

自衛隊による除雪訓練 
道路除雪後 

 

 


